「海岸林再生プロジェクト10ヵ年計画」は、東日本大震災の津波で失われた海岸林を再生するプロジェクトです。活動地域は宮城県名取市、仙台空港のすぐ側です。100haに50万本のクロマツを2020年までに植える予定で、これまで50ha、約26万本の植栽が完了しました。

　2012年の2月に設立された被災農家中心の地元グループ「名取市海岸林再生の会」のメンバーがクロマツの苗を育て、その苗がプロの手によって現場に植えられます。植えた苗の管理は毎月第3土曜日に設けている「ボランティアの日」に参加する全国からのボランティアが行ってくれています。

　年に1回開催する「植樹祭」には地元名取市民・宮城県民の方を中心に集まっていただき、地元の高校生100名を含む総勢500名の参加が得られました。マツ林が元のようになるにはまだまだ長い年月がかかりますが、「名取市民の森」の再生を目指し、日々取り組んでいます。

